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１．組織の概要及び対象範囲 
 

事業所名 新興電設工業株式会社 

代表者氏名 代表取締役 池松 忠彦 

設立 1954 年 3 月 

資本金 6,000 万円 

所在地 【本社】 〒220-0042 神奈川県横浜市西区戸部町 2-46-1 

【資材倉庫】 〒220-0042 神奈川県横浜市西区戸部町 4-112 

【栃木出張所】 〒329-0617 栃木県河内郡上三川町大字上蒲生 554 

環境管理責任者 

及び 

担当者連絡先 

総務部 経営企画室 室長 川井田 奈緒美 

TEL: 045-241-7711/FAX: 045-241-7717 

E-mail: soumu@shinkodensetsu.co.jp 

事業活動の内容 電気設備工事、電気通信工事、管工事 

【建設業許可】 

神奈川県知事 特定 75374 号 電気工事・管工事 

神奈川県知事 一般 75374 号 電気通信工事 

電気工事業 神奈川県知事届出 届出番号 第 240018 号 

事業規模 2022 年度 （EA21 運用期間：2021 年 9 月～2022 年 8 月） 

 2021 年度 

2020.9.-2021.8. 

2022 年度 

2021.9.-2022.8.  

売上高 2,089 百万円 831 百万円 

  本社 栃木出張所 

従業員 31 名 31 名 3 名 

事務所床面積 484.93 m2 435.25 m2 95.22 m2 

倉庫床面積 124.19 m2  79.19 m2 45.00 m2 

工事件数 56 件 89 件 11 件 

   *従業員数は 2021 年 8 月時点               *従業員数は 2022 年 8 月時点    

対象範囲 

（認証・登録範囲） 

新興電設工業株式会社 本社、資材倉庫、栃木出張所 

【認証・登録対象活動】電気設備工事、電気通信工事、管工事 

本社 資材倉庫 栃木出張所 
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2．環境経営組織体制 
 

 

 役割・責任・権限 

代表者 １．環境管理責任者の任命 

２．環境経営方針の制定 

３．環境経営システムの実施および管理に必要な資源の準備 

４．環境経営システムの定期的見直しの実施 

５．社内情報の外部公開可否決定 

環境管理責任者 １．環境経営システムの確立、実施、維持、継続的改善 

２．社長への環境経営システムの実施状況報告 

３．推進機関であるＥＡ２１ＥＭＳの事務局の責任者として事務局運営 

４．それぞれの業務・役割に応じ、必要な教育訓練を適切に計画・実施する 

５．関連法規の取りまとめ表の維持管理、遵守徹底 

６．環境関連文書及び記録の作成・整理 

EA21 事務局 １．環境管理責任者の補佐、EA21 推進委員会の事務局 

２．環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施 

３．環境目標、環境経営計画書原案の作成 

４．環境活動の実績集計、環境関連法規等取りまとめ表の作成 

５．環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施 

６．環境関連の外部コミュニケーションの窓口、環境活動レポートの作成 

部門責任者 １．自部門における環境経営システムの実施、環境方針の周知、従業員に対する教育 

  訓練の実施、自部門に関連する環境経営計画の実施及び達成状況の報告 

２．自部門に関連する環境経営計画の実施及び達成状況の報告 

３．特定された項目の手順書作成及び運用管理 

４．自部門の特定された緊急事態への対応の手順書作成、テスト、訓練を実施し記録を作成 

５．自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施 

６．建設現場の作業員への簡単な教育（騒音、振動、廃棄物、省エネ、省資源、緊急時対

応）、指示  

＊下請等の協力会社作業員含む 

従業員 １．環境経営方針を理解し、部門の環境経営計画に従って活動する。 

２.下請等の協力会社作業員も簡単な教育、指示に従って活動する。 

 

代表者 【代表取締役】

工事部門責任者

【工事部 部長】

営業部門責任者

【営業部 部長】

総務部門責任者

【総務部 課長】

栃木出張所
【所長】

EA21事務局 【総務部】

環境管理責任者 【総務部 室長】 
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3．環境経営方針 
 

環 境 経 営 方 針 

基本理念 

新興電設工業株式会社は、事業活動で生じる環境負荷を認識し、環境保全が大切である

と考え、経営課題と捉えています。それを踏まえた上で、循環型社会の構築と地球温暖

化防止活動に積極的に取り組んでいきます。美しい港の町である横浜での地域清掃活動

に加え、環境負荷低減に向けた環境経営計画を推進し、社会インフラの提供を通じて地

域社会に貢献し、豊かな自然を次世代に繋げていきます。 

行動指針 

１．当社の事業活動による環境負荷削減を実行するため、下記の行動指針を定め 

取り組みます。 

（１） 電力・化石燃料の節減による、二酸化炭素排出量の削減 

（２） 節水による水使用量の削減 

（３） 廃棄物の発生抑制、削減、リサイクル促進 

（４） 地域の工事における環境配慮型工法の促進 

（５） 環境コミュニケーション及び地域貢献活動の推進 

２．環境関連法規・条例・その他規制を遵守します。 

３．環境経営システムを構築し、環境目標・環境活動計画を定め、 

継続的な改善に努めます。 

４．SDGs 達成に向けて、社会課題や環境問題の解決に取り組みます。 

この環境経営方針は、全従業員に周知するとともに、一般に公開します。 

 

                    2021 年 11 月 1 日 制定 

                   新興電設工業株式会社 

                      代表取締役 池松 忠彦 
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4．環境経営目標と実績 
 

 

 

⚫ 購入電力の CO2排出係数：0.434kg-CO2/kWh  

参照：東京電力エナジーパートナー（2021 年 8 月 5 日付） 

⚫ 化学物質の使用なし 

⚫ ペットボトルエコキャップ運動は、2022 年度 1%増・2023 年度 2%増・2024 年度 3%増を 

目標とする。 

⚫ 使用済みユニフォーム再資源化は、2022 年度予想量を 2023 年度 1%増・2024 年度 2%増を

目標とする。 

⚫ 太陽光発電システムは 2021 年 8 月に設置したため、予測発電量を記載。目標値設定なし。 

⚫ 現場事務所で、灯油及び都市ガスを使用することがあるが、少量のため、削減に向けた取組

を実施するものの目標化はしない。 

基準（実績） 年度目標 実績 増減 評価

削減目標 １％削減 2％削減 3％削減

本社 35,916 35,557 33,318 ↓ ○ 35,198 34,839

栃木 6,795 6,727 9,335 ↑ × 6,659 6,591

本社 15,582 15,426 14,460 ↓ ○ 15,270 15,115

栃木 2,949 2,920 4,051 ↑ × 2,890 2,861

削減目標 １％削減 2％削減 3％削減

本社 10,472 10,368 10,795 ↑ × 10,263 10,158

栃木 6,982 6,912 4,206 ↓ ○ 6,842 6,772

本社 24,922 24,672 25,046 ↑ × 24,423 24,174

栃木 16,614 16,448 9,759 ↓ ○ 16,282 16,116

削減目標 １％削減 2％削減 3％削減

本社 0 0 0 → ○ 0 0

栃木 2,784 2,756 1,188 ↓ ○ 2,728 2,700

本社 0 0 0 → ○ 0 0

栃木 7,185 7,113 3,067 ↓ ○ 7,041 6,969

本社 40,504 40,099 39,506 ↓ ○ 65,907 65,234

栃木 26,748 26,481 16,877 ↓ ○ 26,213 25,946

削減目標 １％削減 2％削減 3％削減

本社 1,411 1,397 1,310 ↓ ○ 1,383 1,369

栃木 240 238 174 ↓ ○

本社 186,170 184,308 67,164 ↓ ○ 182,446 180,585

栃木 46,542 46,077 6,189 ↓ ○ 45,612 45,146

本社 251 248 178 ↓ ○ 246 243

栃木 10 10 43 ↓ ○ 10 10

エコキャップ運動 kg 3.4 3.4 8.8 増加 ○ 3.5 3.5
使用済ユニフォーム

再資源化
kg 0.0 20.0 28.0 増加 ○ 22.0 24.0

地域清掃活動 回／年 12 12 12 ○ 12 12

提案 実施 実施 ○ 実施 実施

kWh 2021年8月設置 3,600 4,490 増加 ○ 3,600 3,600

m3水使用量

軽油使用量

CO2排出量

ℓ

kg-CO2

二酸化炭素(CO2)

総排出量
kg-CO2

環

境

・

社

会

貢

献

活

動

環境配慮型工事

太陽光発電システム　発電量

2021年度

電力使用量 kWh

CO2排出量 kg-CO2

電
力

化
石
燃
料

廃
棄
物

一般廃棄物総排出量

産業廃棄物総排出量

kg

kg

kg-CO2

ガソリン使用量

CO2排出量

ℓ

項目 単位

中期目標

2023年度

　（2％削減）

2024年度

　（3％削減）
2021年9月～2022年8月

2022年度

（１％削減）
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5．環境経営計画の取組結果とその評価 

➢ 主な環境負荷の全社実績 期間：2021 年 9 月～2022 年 8 月 

 

➢ 主要な環境活動計画と評価・次年度活動 

期間：2021 年 9 月～2022 年 8 月 

 

単位 基準（実績） 年度目標 実績 評価

単位
基準年

2021年度

2022年度

（１％削減）

電力使用量　全社 kWh 42,711 42,284 42,653 101% ↑ ×

ガソリン使用量　全社 ℓ 17,454 17,280 15,001 87% ↓ ○

軽油使用量　全社 ℓ 2,784 2,756 1,188 43% ↓ ○

二酸化炭素(CO2) 総排出量 kg-CO2 67,252 66,580 56,383 85% ↓ ○

一般廃棄物総排出量　全社 kg 1,651 1,635 1,484 91% ↓ ○

産業廃棄物総排出量　全社 kg 232,712 230,385 73,353 32% ↓ ○

水使用量　全社 m3 261 258 221 86% ↓ ○

増減

項目 2021年9月～2022年8月　実績
（目標に対する達成度）

事務局

事務局

管理責任者

管理責任者

事務局

管理責任者

事務局

事務局

管理責任者

管理責任者

管理責任者

管理責任者

管理責任者

水使用量把握 事務局

管理責任者

管理責任者

事務局

事務局

事務局

管理責任者

管理責任者

管理責任者

管理責任者

管理責任者

節水呼びかけ・自動水栓による節水

配管水漏れチェック

一般廃棄物の分別
廃

棄

物

排

出

量

削

減

水

使

用

量

削

減

環

境

・

社

会

貢

献

活

動

継続〇

〇

〇

廃棄物量把握

裏紙利用推奨

3R(Reduce・Reuse・Recycle)の推進

資材の適正発注

産業廃棄物の分別と再資源化

〇

〇

実施：〇　要検討：△　未実施：×

運用期間
実施計画

継続

〇

〇

〇

〇

〇

〇

△

〇

〇

〇

〇

主な活動手段
運用期間
評価

次年度活
動

継続

〇

〇二

酸

化

炭

素

排

出

量

削

減

使用量把握

PC管理(電源オフ)の適正化

低公害車及び低燃費車の導入

定期的な車両整備点検

節電・未使用時の電気消灯

エアコンの温度設定　最適化

エコドライブの教育･周知・促進

実施責任者

環境教育の実施 〇

エコキャップ運動

継続

環境保護支援 〇

使用済ユニフォームの再資源化

地域清掃活動

〇

環

境

配

慮

型

工

事

環境配慮型工事の徹底

継続

協力会社への環境配慮周知 〇

エコケーブル・環境配慮型資材の使用推進

〇

〇
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1．二酸化炭素排出量の削減 

（１）電力使用量の削減 結果：微増 

2021 年 12 月に栃木出張所の事務所が完成し、床面積が平屋 49.68m2から 2 階建て 95.22

ｍ２と約 2 倍の面積となりました。それにより、栃木出張所の電力使用量が 140％増にな

ったものの、本社（築 6 年）の電力使用量が 7%減となったため、目標に対し、微増とな

りました。その他、電力使用量削減に対して、大きな成果を上げているのが 2021 年 8 月

に本社屋上に設置した太陽光発電システムでの自家発電が考えられます。今後も、電気の

効率的な使用を検討しながら更なる電気使用量削減に努めます。 

取り組み 1：本社屋上に太陽光発電システムを設置              

2021 年 8 月に、本社屋上に太陽光発電システムと、本社

1 階に蓄電池を設置しました。本発電システムは再生可能

エネルギー発電事業計画に認定され、3.3kW の発電が可

能です。 

1 年間の発電量：4,490kWh（1948.66kg-CO2） 

成木に換算すると、139 本分相当 

石油に換算すると、984ℓ分相当  

 

本社の電力消費量と屋上の太陽光発電量・自給率 

 

 

取り組み 2：本社・栃木出張所の事務所を LED 化し、人感センサーも設置              

本社・栃木出張所新築の際に、照明は LED を導入しまし

た。加えて、本社各階入口・トイレ・ロッカールーム・

給湯室には人感センサーを設置し、自動点灯・自動消灯

で電気の消し忘れを防いでいます。 

 

 

 

 

単位 2021.9. 2021.10. 2021.11. 2021.12. 2022.1. 2022.2. 2022.3. 2022.4. 2022.5. 2022.6. 2022.7. 2022.8. 合計

発電量 kWh 293 323 321 296 299 349 421 421 483 440 438 407 4,490

消費量 kWh 1489 1660 1686 2136 2086 1946 2392 1965 1718 1674 1677 1618 22,047

自給率 % 19 19 19 13 14 17 17 21 28 26 26 25 20%

0

1000

2000

3000

【本社】太陽光発電量と消費量
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（２）化石燃料使用量の削減 結果：ガソリン減少／軽油減少 

今期は、市内工事中心のため使用量は減少となりました。基準となる前年度は 2 都県をま

たぐ工事のための長距離移動によるガソリン使用量が多かったと考えられます。 

今後は、工事現場までの距離を考慮しながら適宜、目標値の見直しを検討いたします。 

取り組み 3：社用車 5 台を低公害車（ハイブリッドカー）に入れ換え      

2020 年～2021 年にかけて、社用車 22 台のうち 5 台を低

公害車（ハイブリッドカー）に買い換えました。 

定期的な車両整備点検も実施しています。 

   

 

取り組み 4：エコドライブの教育と周知                   

2021 年秋、社内研修にて「エコドライブ 10 のすすめ」

と「安全運転」について、映像等を用いて学びました。 

エコドライブは環境への配慮という点だけでなく、エコ

ドライブを実行すると安全運転になり、その結果、交通

事故削減にもつながることを理解しました。 

社内には、エコドライブの資料も掲示し、 

日頃から社内で意識しています。  

２．一般・産業廃棄物排出量の削減 

（１）一般廃棄物排出量の削減 結果：減少 

一般廃棄物は、現場事務所の設置数により増減します。今後も、一般廃棄物の分別をより

強化し一般廃棄物削減に取り組みます。 

（２）産業廃棄物排出量の削減 結果：減少 

産業廃棄物は、大型工事と改修工事が基準年に比べて少なかったため、減少となりまし

た。工事（改修 or 新築）によって産業廃棄物排出量が変わること、また、工事時期によっ

ても廃棄物が増減するため、年間を通して全体量を把握し基準年と比較検証していきま

す。 

取り組み 5：産業廃棄物の分別と適切なマニフェスト管理           

廃棄物排出量の削減のため、分別管理の徹底と混合廃棄

物削減に努めています。現場で分別できないものは、搬

出後に業者様に分別をいただいています。 
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３．水使用量の削減 結果：減少 

2021 年 8 月に、トイレの洗面台を自動水栓に改修した影響が水使用量に反映されたと考

えます。洗車、社屋の外階段や外壁の掃除などで大量に水を使用する機会があるため、 

その際の節水を心掛けたいと思います。 

取り組み 6：本社内トイレ洗面台の自動水栓化                

2021 年 8 月に本社のトイレ洗面台 3 か所の水栓を自動水

栓化し、節水対策をしました。 

温水切り替えもできるため、電気代はかかりますが、冬

には温水に切り替え、冬の水の冷たさを軽減して 

います。 

 

４．環境・社会貢献活動 結果：実施 

今期は、エコアクション 21 の初年度として環境問題について、会社全体での意識向上を

目指しました。環境教育を実施し、SDGs・エコドライブについて学びました。 

引き続き、環境教育を実施し、理解を深め、環境・社会貢献活動に取り組んでいきます。 

取り組み 7：ペットボトルエコキャップ運動                 

2021 年 2 月から現在に至るまで、NPO 法人エコキャッ

プ推進協会へエコキャップ 6,724 個を提供。 

エコキャップ 6,724 個をゴミとして焼却した場合の CO2

発生量は 49.27kg に相当します。 

2021 年 2 月～2021 年 8 月：3.4kg 

2021 年 9 月～2022 年 8 月：8.8kg 

 

    
 

取り組み 8：使用済ユニフォームのリサイクル                

使用済ユニフォーム 28kg で“AITOZ×BRINGリサイクル

システム”に参加しました。リサイクル工場にて破砕し、

ポリエステル原料やジェット燃料、バイオエタノールな

どに再資源化されます。 
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取り組み 9：地域清掃活動                         

約 10 年前より本社では毎月 1 回以上、地域の清掃活動を

実施しています。上記に加えて、NPO 法人「美しい港町

横濱をつくる会」の会員として、2021 年 10 月・2022 年

4 月・7 月にも横浜市内の清掃活動に取り組みました。 

 

取り組み 10：環境教育・社内教育の実施                  

横浜市の Y-SDGs 認証、神奈川県のかながわ SDGs パー

トナー登録を契機に、2021 年～2022 年に社内研修として

SDGs 研修と環境教育を実施しました。環境教育では、現

場と本社間の移動で社用車を使う機会が多いため「エコ

ドライブ 10 のすすめ」について学びました。また、アル

コールチェック義務化に伴い社内研修も実施しました。 

 
 

取り組み 11：横浜市水のふるさと道志の森基金への寄附            

2020 年より毎年、水源保全活動支援として、“横浜市水の

ふるさと道志の森基金”へ寄附活動を実施しています。 

 

取り組み 12：メダカを横浜市内の小学校へ寄贈               

2021 年に当社で管工事を担当しました横浜市内の小学校

2 校にお声がけし、本社で飼育していたメダカを寄贈いた

しました。もともと、本社の近隣住民の方よりいただい

た 10 匹程のメダカを 1 年かけて繁殖させ、赤ちゃんメダ

カが誕生したため、小学生の理科教育にお役立ていただ

きたく寄贈しました。 

 

取り組み 13：使用済切手の提供                      

2021 年 12 月 古切手 186g を特定非営利活動法人 日本

国際ボランティアセンター(JVC)様へ提供。JVC 様を通じ

て、アジア、アフリカ、中東の国/地域の国際協力活動へ

の支援にご活用いただきます。 
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取り組み 14：学生向けインターンシップの開催               

2022 年 8 月に実施した夏季インターンシップには、神奈

川県内の学生 2 名（うち１名は留学生）に参加いただき

ました。建設業界やビジネスマナーについて学んだり、

工事現場見学、電気スイッチ作成の実技体験もいただき

ました。今後も、建設業の仕事を学生の皆さんに知って

いただける機会を提供していきます。 

 
 

５．電気設備工事・管工事における環境配慮型施工工事 結果：実施 

官公庁工事を中心に環境配慮型工事を推進しました。 

今後は、環境配慮を自社だけに留まらず、協力会社にも広く周知をしていきます。 

当社の業務紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電気設備工事・電気通信工事・空気調和・給排水衛生設備工事（管工事） 

創業 76 年の当社は、神奈川県を中心に官公庁の施設や学校、民間企業の工場などの大型電気

設備工事・電気通信工事・空気調和・給排水衛生設備工事（管工事）の設計・施工・管理・保

守まで手掛ける総合設備工事会社です。打ち合わせ・図面作成・管理監督・施工・検査・引渡

しにいたるまで、確かな技術力を持って、安全で高品質な施工を従業員一同心掛けています。

豊富な経験と実績を持つ社員が、定年後も後輩の指導にあたりながら、技術の伝承をし、若

手・ベテランの混合チームで工事施工に携わっています。今後も、社会インフラの提供を通

じて地域社会に貢献していきます。 
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6. 環境上の緊急事態への準備及び対応 
当社は「横浜市公共建築物に係わる震災時の応急措置の協力に関する協定」に基づいて、

横浜市より会員の指名を受けています。その他、緊急事態への準備及び対応として、2022

年 1 月に事業継続計画（BCP: Business Continuity Planning）を作成し、従業員全員に

は、安全確保や避難場所、連絡先が記載されている『従業員携行カード』を配布しまし

た。定期的に、社内教育で防災について学ぶ機会を設け、防災訓練も開催しております。 

 

取り組み 1：人命救助・AED 講習の実施                  

2021 年 8 月に講師をお招きし、デモンストレーション用

の AED と人形を使って、人命救助と AED について講習

を受けました。参加した社員全員が AED 操作と心肺蘇生

のための胸骨圧迫を行いました。 

 

取り組み 2：防災訓練の実施                        

2022 年 2 月と 11 月に防災訓練を実施しました。地震を

想定したシェイクアウト訓練・避難訓練・消火訓練を行

いました。消火訓練では、水消火器を使って、的に水を

当てました。 

 

 

取り組み 3：熱中症対策の実施                       

現場では空調の無い環境や屋外での作業も発生するた

め、熱中症対策を実施しています。 

①空調服の導入 ②スポーツドリンク等の準備 

③塩飴等の常備 ④環境温湿度計を各現場でチェック 

⑤ヘルメットインナーキャップの配布 

 

取り組み 4：感染症対策の実施                       

本社では、各階にアルコール消毒、打ち合わせスペース

用飛沫防止アクリルパネル板、病院等で使用されている

空気循環式紫外線清浄機を設置しています。館内入口と

従業員のタイムカード打刻エリアには、発熱スクリーニ

ング機器を設置しています。 
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取り組み 5：喫煙所のリニューアル                     

弊社の喫煙所は屋外に設けていますが、周りが住宅地で

密接しているため、タバコの煙が充満しやすくなってい

ます。近隣の環境への配慮のため、以下の対策を取りま

した。 

①パーテーションの設置 ②防炎ビニールシートの設置 

③喫煙所ルール決め（人数・時間制限） 

④喫煙所の椅子の撤去 ⑤電子タバコ体験会の開催 

 

 

 

当社の環境経営活動と SDGs（持続可能な開発目標） 

 

 

健康経営 

安全・衛生管理 

エコキャップの寄付 

横浜健康経営認証  

多様な人材の活躍 

業務専門教育 

環境教育 

インターンシップ  

女性活躍支援 

 

よこはまグッドバ

ランス賞認定 

 

給排水衛生設備工事 

水道使用・節水 

水資源への寄附活動 

 

電気設備工事 

省エネ・節電対策 

太陽光発電で 

電力自家消費  

従業員の人材育成 

高齢者雇用 

労働環境の整備 

 

 

人権研修 

ハラスメント防止 

 

 

廃棄物の管理 

3R の推進 

  

環境経営マネジメ

ントシステム構築 

 

エコアクション 21 

 

横浜市 Y-SDGs 認証 

 

かながわ SDGs 

パートナー登録  

 

地域清掃活動 

 

 

横浜型地域貢献 

企業最上位認定 

補足：イタリックの認証名等は、「表彰・認定・認証 他」ページを参照。 
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9. 表彰・認定・認証 他 

表彰 等（直近 3 年） 

 

 

2020 年 2 月 令和 2 年度 横浜市西区長様より 

「西区の環境行動推進への貢献」表彰 

 

 

 

2021 年 10 月 令和 3 年度 

株式会社日産クリエイティブサービス様より「感謝状」受領 

 

 

2021 年 11 月 令和 3 年度 横浜市より 

「令和 3 年度 横浜市優良工事施工会社設備部門 表彰」・ 

「令和 3 年度横浜市優良工事現場責任者設備部門 表彰」 受賞 

 

 

2021 年 11 月 令和 3 年度 

公益財団法人横浜市建築保全公社様より 

「令和 3 年度 優良工事施工者表彰電気設備部門」 

「令和 3 年度 優良現場代理人表彰電気設備部門」受賞 

 

 

2022 年 11 月 令和 4 年度 

公益財団法人横浜市建築保全公社様より 

「令和 4 年度 優良工事施工者表彰機械設備部門」 

「令和 4 年度 優良現場代理人表彰機械設備部門」受賞 

 

 

2022 年 11 月 令和 4 年度 横浜市住宅供給公社様より 

「令和 4 年度 「工事等優良会社表彰 工事部門」受賞 

 

認定・認証 他 

 

① 令和 3 年 よこはまグッドバランス賞 認定 

② 令和 3 年 横浜健康経営認証 クラス AA 認証 

③ 令和 3 年 神奈川県「かながわ SDGs パートナー」登録 

④ 令和 4 年 横浜市 SDGs 認証制度【上位】「Superior（スーペリア）」 認証 

⑤ 令和 4 年 環境省「エコアクション 21」認証・登録 

⑥ 令和 4 年 横浜型地域貢献企業〈最上位〉ランク 更新認定 

          第 33 回環境社会検定試験（eco 検定）：2022 年 11 月に従業員 1 名が合格 
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10. 環境関連法規等の遵守状況の確認及び 

評価の結果並びに違反、訴訟等の有無 

１．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果 

当事業所に適用される環境関連法規の遵守状況を確認した結果、違反、訴訟等はありませ

んでした。  

                   遵守確認日：2022 年 11 月 31 日 

法規名 適用内容または規制基準値 評価 

廃棄物の処理及び清掃

に関する法律 

（廃棄物処理法） 

*廃棄物排出事業者との委託契約書締結（5 年間保管） 

*マニフェストの管理と保管（5 年間保管） 

*廃棄物保管場所への掲示(60cm×60cm 以上掲示) 

*マニフェストの年間集計と知事報告（6 月 30 日まで） 

〇遵守 

 

騒音・振動規制法 特定建設作業（工事）に伴い発生する騒音・振動に 

対する届出、地域住民との取り交わし 

〇遵守 

消防法 危険物取扱いに係る部分のみ 〇遵守 

家電リサイクル法 リサイクル料支払と廃棄時の適正処理 〇遵守 

自動車リサイクル法 リサイクル料支払と廃棄時の適正処理 〇遵守 

フロン排出抑制法 業務用エアコンの適正処理と自主点検の実施 〇遵守 

PCB 廃棄物処理特別

措置法 

PCB 廃棄物の適正な処理 〇遵守 

電気事業法 電気事業の適正かつ合理的な運営 

電気の使用者の利益保護 

電気事業の健全な発達を図る 

電気工作物の工事、維持及び運用の規制により公共の 

安全確保と環境保全を図る 

〇遵守 

建設業法 工事業者登録と更新及び技術士登録 

（登録と５年ごとの更新及び資格者登録） 

〇遵守 

地球温暖化対策推進法 温室効果ガス抑制措置（自治体施策へ協力） 〇遵守 

循環型社会形成推進 

基本法 

3R への努力 

（廃棄物等のうち、有用な物の循環的な利用を促進） 

 

大気汚染防止法 

石綿障害予防規則 

事前調査・作業計画・隔離作業等・作業届出 〇遵守 

上下水道法 工事基準の遵守、各種申請手続きの適正処理 〇遵守 

神奈川県生活環境の 

保全等に関する条例 

自動車の駐車時の原動機の停止（アイドリングストッ

プ） 

〇遵守 

横浜市生活環境の 

保全等に関する条例 

自動車の駐車時の原動機の停止（アイドリングストッ

プ） 

〇遵守 
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２．違反、訴訟等の有無 

関係機関からの指摘、利害関係者からの訴訟はありませんでした。 

以下の通り、環境に関する外部苦情は１件ありました。 

日付 苦情内容 対応 

2021 年

12 月 9 日 

近隣の方より、本社

の外階段下に設置し

ている喫煙所からの

タバコの臭いがする

ため、窓を開けられ

ないとの苦情あり。 

喫煙時間の見直しをし、利用時間と人数制限を実施。 

2022 年 2 月に、タバコ会社様による臭い・煙の少ない

可燃式タバコの体験会を実施。 

2022 年 4 月に、喫煙所のパーテーションの隙間から煙

が逃げないように防炎ビニールカーテンを設置。 

2022 年 12 月に、経過報告と近隣の方へのヒアリングを

実施。引き続き、対策を続けていくこととした。 

 

11. 代表者による全体の評価と見直しの結果 
2022 年 7 月 26 日にエコアクション 21 に認証登録されてから初めて 1 年分の活動データが

揃い、このたび、エコアクション 21 初年度の環境経営レポートが完成しました。 

当社は、CSR 活動・SDGs の取り組みを先行で実施しておりました。エコアクション 21 は

CSR 活動・SDGs への取り組みに共通することも多く、二酸化炭素排出量・廃棄物排出量等を

数値で把握することにより、より客観的に自社の活動を評価でき、改善できます。初年度は、

二酸化炭素排出量・廃棄物排出量・水使用量が基準年よりも削減できました。そして、社内で

の環境教育を通じて、環境問題・SDGs に関する従業員の意識が向上した点も評価できます。 

2016 年に本社は新社屋に移転し、2021 年秋には栃木出張所も新築に建て替えました。ま

た、2021 年夏には太陽光発電システムと蓄電池を本社に設置し電気の自家発電が可能となり、

エネルギー効率がさらにアップしました。今後も二酸化炭素排出量削減に向けて PDCA サイク

ルを繰り返し回して改善に努めてください。 

今後も感染症対策と並行しての環境経営計画の取り組みが必要となります。大幅な削減は難

しいかと思いますが、次世代の地球環境のため、また、建設業の責務として引き続き環境経営

システムに取り組んでください。 

 

見直し結果 変更の必要性 

環境経営方針 なし 

2021 年 11 月に制定した方針に「SDGs」を追加しました。来
年度も継続してこの方針で取り組んでください。 

環境経営目標及び 

 環境経営計画 

2021 年秋に新築の栃木出張所が完成し、床面積が約 2 倍となり
ました。削減目標の見直しを行なってください。 

実施体制 なし 

本社・栃木出張所ともに協力して、取り組んでください。 

 

2022 年 12 月 12 日 

新興電設工業株式会社 

代表取締役 池松 忠彦 


